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【
イ
ス
ラ
ー
ム
史
鳥
瞰
】７
世
紀
、

ア
ラ
ビ
ア
の
商
人
マ
ホ
メ
ッ
ト

に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
イ
ス

ラ
ー
ム
教
（
回
教
）。
ま
た
た
く

間
に
ア
ラ
ビ
ア
、
シ
リ
ア
、
イ

ラ
ン
、
ト
ル
コ
、
北
ア
フ
リ
カ

に
広
が
り
、
そ
の
教
え
は
遠
く
、

東
方
に
も
伝
わ
り
ま
し
た
。
バ

グ
ダ
ー
ド
に
都
を
お
き
莫
大
な

富
と
優
れ
た
文
化
を
生
ん
だ

「
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
」、
チ
ン
ギ
ス
・

ハ
ー
ン
の
末
裔
た
ち
の
築
い
た

「
汗
（
ハ
ー
ン
）
国
」、
エ
ジ
プ

ト
の
「
奴
隷
王
朝
」
や
、タ
ー
ジ
・

マ
ハ
ル
を
築
い
た
イ
ン
ド
の
「
征

服
王
朝
」、
そ
の
都
イ
ス
フ
ァ
ハ

ン
は
世
界
の
半
分
と
た
た
え
ら
れ

た
ペ
ル
シ
ャ
の
「
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー

朝
」、
そ
し
て
最
後
の
カ
リ
フ
を

擁
し
た
「
オ
ス
マ
ン
帝
国
」
ま
で
、

イ
ス
ラ
ー
ム
史
を
縦
横
無
尽
に
記

述
。

イ
ス
ラ
ー
ム
教
が
中
国
に
伝
わ
っ

た
と
き
、
中
国
の
皇
帝
は
ど
の
よ

う
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
を
扱
っ
た

の
か
。
ま
た
近
代
日
本
に
と
っ
て
、

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
井
筒
俊

彦
、
蒲
生
礼
一
、
竹
内
好
ら
を
研

究
部
に
抱
え
た
回
教
圏
研
究
所
に

よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
史
の
定
番
本
が

現
代
仮
名
づ
か
い
で
復
活
！
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